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九
月
二
十
六
日
に
始
ま
っ
た
臨
時

国
会
の
冒
頭
、
安
倍
首
相
は
所
信

表
明
演
説
で
、
一
億
総
活
躍
の

「
未
来
」
実
現
の
鍵
は
「
働
き
方

改
革
」
で
あ
り
、
労
働
制
度
の
改

革
プ
ラ
ン
、「
働
き
方
改
革
実
行

計
画
」
を
今
年
度
内
に
ま
と
め

る
、
と
ぶ
ち
あ
げ
た
。

「
働
き
方
改
革
」
は
、
六
月
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億

総
活
躍
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
成
長

と
分
配
の
好
循
環
を
実
現
す
る
た

め
の
最
大
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
位
置

づ
け
ら
れ
た
。
八
月
に
発
足
し
た

第
三
次
安
倍
改
造
内
閣
で
は
働
き

方
改
革
担
当
相
が
新
設
さ
れ
た
。

さ
ら
に
九
月
二
十
七
日
に
は
、
安

倍
首
相
肝
い
り
の
「
働
き
方
改
革

実
現
会
議
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

実
現
会
議
に
つ
い
て
『
日
本
経
済

新
聞
』
は
「
同
一
労
働
同
一
賃
金

の
実
現
や
長
時
間
労
働
の
是
正
な

ど
、
雇
わ
れ
て
い
る
側
が
望
む
労

働
条
件
の
改
善
に
軸
足
を
置
い
た

の
が
特
徴
」
と
報
じ
「
当
初
め
ざ

し
た
生
産
性
の
向
上
を
置
き
去
り

に
し
た
よ
う
に
み
え
る
」
と
苦
言

を
呈
し
て
み
せ
た
。
安
倍
政
権
が

「
労
働
者
寄
り
」
で
女
性
や
非
正

規
労
働
者
の
味
方
だ
、
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
・
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
は
ふ
り
ま
い
て
い
る
。

だ
が
、
果
た
し
て
本
当
に
そ
う

か
？

経
済
同
友
会
、日
商
の
労

働
政
策
提
言

な
ぜ
い
ま
「
働
き
方
改
革
」
な
の

か
、
再
確
認
し
よ
う
。

「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」

は
、「
経
済
成
長
の
隘
路
で
あ
る

少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
」
と
正
直

に
述
べ
て
い
る
。
労
働
力
人
口
の

継
続
的
な
減
少
に
対
応
す
る
た

め
、
企
業
は
こ
れ
ま
で
の
男
性
正

規
職
労
働
者
を
中
心
と
す
る
採
用

戦
略
か
ら
多
様
な
人
材
（
女
性
、

高
齢
者
、外
国
人
な
ど
）に
転
換
す

る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
長
時

間
労
働
の
是
正
や
正
規
・
非
正
規

の
格
差
縮
小
に
取
り
組
ま
ざ
る
を

得
な
い
所
以
だ
。も
っ
と
も
、ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
ー
（
多
様
性
）
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
は
生
産
性
向
上
、
利
潤

に
結
び
つ
く
。
企
業
に
と
っ
て
、

損
な
取
り
引
き
で
は
な
い
の
だ
。

経
済
同
友
会
は
、
八
月
の
提
言

『
新
産
業
革
命
に
よ
る
労
働
市
場

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
へ
の
対

応
』
に
お
い
て
、
将
来
の
労
働
市

場
を
〈「
正
規
」「
非
正
規
」
の
二

元
論
で
は
な
く
、
多
様
な
雇
用
形

態
が
混
在
し
、
企
業
は
自
社
に
お

け
る
働
き
方
を
提
示
し
、
個
人
は

主
体
的
に
選
択
す
る
〉
も
の
と
し

て
描
い
た
が
、
そ
こ
へ
至
る
た
め

の
当
面
の
課
題
と
し
て
、
市
場
価

値
ベ
ー
ス
の
人
事
制
度
の
構
築

（
筆
者
注
：
同
一
労
働
同
一
賃
金

と
読
め
）、
長
時
間
労
働
の
是
正
、

多
様
な
正
社
員
制
度
の
積
極
的
な

導
入
・
活
用
、
働
く
場
所
や
時
間

の
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保

（
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
、
一
律
的

な
管
理
か
ら
の
脱
却
な
ど
）
等
を

掲
げ
て
い
る
。「
働
き
方
改
革
」

そ
の
も
の
だ
。

日
本
商
工
会
議
所
（
日
商
）
は
も

っ
と
単
刀
直
入
だ
。
四
月
の
『
雇

用
・
労
働
政
策
に
関
す
る
意
見
』

で
「
長
く
産
業
界
の
足
か
せ
と
な

っ
て
い
た
超
円
高
や
高
い
法
人
税

等
が
解
消
の
方
向
に
向
か
い
」

「
事
業
拡
大
を
す
る
う
え
で
人
手

不
足
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
」

「
労
働
力
の
量
（
労
働
者
数
増
加
、

労
働
参
加
率
上
昇
）、
質
（
労
働

生
産
性
向
上
）
の
両
面
か
ら
、
労

働
市
場
の
改
革
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。

安
倍
政
権
が
推
し
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
の
は
、
徹
頭
徹
尾
、
独
占

資
本
の
た
め
の
「
働
き
方
改
革
」

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

政
策
決
定
か
ら
労
働
組

合
を
排
除

「
安
倍
政
権
は
労
働
者
寄
り
だ
」

と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
操
作
が
功

を
奏
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
政
権
の
巧
み
な
「
争
点
隠

し
」
戦
略
や
マ
ス
コ
ミ
の
情
報
操

作
と
と
も
に
、
一
九
八
〇
年
代
か

ら
続
く
労
働
運
動
の
弱
体
化
に
そ

の
物
質
的
基
礎
が
あ
る
だ
ろ
う
。

安
倍
政
権
へ
の
「
期
待
」
は
労
働

者
人
民
の
労
働
運
動
へ
の
失
望
、

そ
し
て
無
関
心
の
裏
返
し
だ
。
そ

し
て
安
倍
政
権
は
一
貫
し
て
、
政

策
決
定
に
お
い
て
も
、
春
闘
に
お

い
て
す
ら
も
、
労
働
運
動
、
労
働

組
合
の
影
響
力
や
存
在
意
義
を
消

し
去
ろ
う
と
し
て
き
た
。

厚
労
省
が
七
月
に
「
働
き
方
に
関

す
る
政
策
決
定
プ
ロ
セ
ス
有
識
者

会
議
」
を
設
置
し
労
働
政
策
審
議

会
（
労
政
審
）
の
あ
り
方
の
見
直

し
を
始
め
た
こ
と
も
、
そ
の
延
長

線
上
に
あ
る
。
非
正
規
な
ど
多
様

な
立
場
の
声
が
反
映
さ
れ
て
い
な

い
、
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
等
を

口
実
に
、
三
者
（
公
労
使
）
構
成

原
則
に
よ
る
労
政
審
の
仕
組
み
そ

の
も
の
の
変
質
・
破
壊
が
狙
わ
れ

て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
三
者
構
成

に
過
剰
な
期
待
を
持
つ
も
の
で
は

な
い
が
、
こ
れ
は
資
本
と
労
働
と

い
う
対
立
す
る
当
事
者
同
士
の
集

団
的
自
治
に
法
的
拘
束
力
を
持
た

せ
る
仕
組
み
と
し
て
歴
史
的
に
獲

得
さ
れ
て
き
た
原
則
だ
。
こ
れ
ま

で
も
批
判
し
て
き
た
と
お
り
、
労

働
者
代
表
抜
き
の
規
制
改
革
会
議

や
産
業
競
争
力
会
議
な
ど
で
労
働

分
野
を
含
む
政
策
を
決
定
し
閣
議

決
定
し
た
後
、
そ
の
枠
内
で
労
政

審
に
審
議
を
さ
せ
る
と
い
う
安
倍

政
権
の
手
法
こ
そ
不
当
な
の
だ
。

労
働
政
策
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
か
ら

労
働
組
合
、
労
働
者
を
排
除
し
よ

う
と
す
る
安
倍
政
権
の
策
動
を
断

じ
て
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景
に

し
た
闘
い
を
！

直
近
の
法
人
企
業
統
計
に
よ
る
と

二
〇
一
五
年
度
の
労
働
分
配
率
は

六
六
・
一
％
で
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
前
の
二
〇
〇
七
年
度
（
六
五
・

八
％
）
以
来
の
低
水
準
を
記
録
し

た
。
一
方
、
企
業
の
内
部
留
保
は

三
七
七
兆
円
と
四
年
連
続
で
過
去

最
高
を
更
新
。
独
占
資
本
と
そ
の

政
治
的
代
弁
者
た
ち
は
笑
い
が
止

ま
ら
な
い
に
違
い
な
い
。
労
働
組

合
が
、
経
済
整
合
性
論
や
支
払
能

力
論
の
軛
（
く
び
き
）
か
ら
脱
し

て
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景
と
し
て

賃
上
げ
を
闘
わ
な
い
か
ぎ
り
、
独

占
の
賃
金
抑
制
を
打
ち
破
る
こ
と

は
で
き
ず
、
格
差
是
正
も
単
な
る

低
位
平
準
化
に
と
ど
ま
る
だ
ろ

う
。
長
時
間
労
働
の
是
正
（
労
基

法
三
六
条
の
特
別
条
項
廃
止
や
労

働
時
間
の
上
限
規
制
、
勤
務
間
イ

ン
タ
ー
バ
ル
制
度
の
法
制
化
）、

性
別
・
年
齢
・
雇
用
形
態
に
よ
る

差
別
・
格
差
の
撤
廃
、
企
業
横
断

的
な
同
一
労
働
同
一
賃
金
実
現
等

の
課
題
も
、「
働
き
方
改
革
」
な

ど
で
は
な
く
、
労
働
者
、
労
働
組

合
自
身
の
組
織
と
運
動
に
よ
っ
て

勝
ち
取
る
べ
き
も
の
だ
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し
た
運
動
を

職
場
、
地
域
で
強
め
つ
つ
、
国
会

で
継
続
審
議
中
の
労
働
基
準
法
改

悪
案
（
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
制
度
に
よ
る
労
働
時
間
規
制
の

撤
廃
、
裁
量
労
働
制
の
拡
大
）
や

外
国
人
技
能
実
習
法
・
入
管
法
、

さ
ら
に
厚
労
省
の
有
識
者
検
討
会

が
検
討
中
の
解
雇
の
金
銭
解
決
制

度
等
を
葬
り
去
っ
て
い
こ
う
。

�

【
吉
良
　
寛
・
自
治
体
労
働
者
】

戦争法の強行成立から１年目にあたる９月19日、国会正門前行動には２万3000人が結集した（撮影＝Shinya）

安
倍
政
権
が
目
論
む「
働
き
方
改
革
」の
正
体

徹
頭
徹
尾
、独
占
資
本
の
た
め
の
改
革
だ
！

十
月
革
命
99
周
年
記
念
集
会
に
結
集
を
！

11
月
５
日
㈯　

13
時
半
〜　

東
京・文
京
区 

男
女
平
等
セ
ン
タ
ー


